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今年度は新型コロナウィルス感染症についての不安は払拭され、各学校の教育活動は全

てがコロナ禍前に戻っています。学校行事や部活動も含めて、あらゆる教育活動が制限な

く実施できることに喜びを感じている皆さんも多いと思います。将棋部の皆さんにとって

も、日常の部活動だけでなく、各大会が予定通り実施され、それに向けての鍛錬を積んで

いることと思います。その中で、「第 41 回京都府高等学校総合文化祭将棋部門」が開催

できますことを、心から嬉しく思います。 

ところで、今夏パリで行われたオリンピックでは、勝負が決まってからの選手たちの立

ち振る舞いに注目が集まりました。金メダルが決まってからも、自分の喜びだけを表現す

るのではなく、相手のことを慮って接する態度に多くの人々から称賛の声があがりまし

た。私は将棋については門外漢ですが、オリンピック選手のそのような態度が将棋の世界

と相通じるところがあるという印象を持ちました。 

日本将棋連盟のホームページには、「学んだ知識や経験、技術を駆使して一局を争うこ

とは『勝った喜び』『負けた悔しさ』を通じて『相手を思いやる心』を育みます。これは

将来、いろいろな場面で活かされることでしょう。」とあります。 

勝ち負けがはっきりすることは、相手の気持ちを考えることが必要となると同時に相手

に敬意を表すことが求められるのだと思います。勝利したことに有頂天になって、負けた

相手を蔑ろにするようでは、勝敗以前の問題ということになるのかもしれません。これは、

日本の伝統文化である将棋の世界だけでなく、勝ち負けに係るもの全てに共通して言える

ことでしょう。特に日本では、古来より礼節を非常に大切にする姿勢を常に重視してきま

した。それが、現代においても、将棋の世界では生き続けています。 

高校生棋士の皆さんには、このように日本の伝統文化を引き継ぐ将棋の魅力をしっかり

自覚し、それを受け継ぐことの責任感を持って、取り組んでいただけたらと思います。今

回の大会が、みなさんの日頃の鍛錬の成果を発揮し、今後の活躍の原動力となるような貴

重な体験の機会になることを願っています。 

最後になりましたが、本大会の開催にあたり、多方面にわたり御指導と御支援をいただ

いている全ての関係各位の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 



 

 

第 41 回京都府高等学校総合文化祭将棋部門 

 

１．日時    令和６年10月27日（日）9：00～17：00 
 
２．会場  京都文教高等学校 

〒606-8344 京都市左京区岡崎円勝寺町5 
TEL.075-771-6155（代表） 
FAX.075-752-6808   

 
３．対局規定（抄） 

（１）Ａ級（有段者）、Ｂ級（１級から３級まで）、Ｃ級（４級以下）、女子の部に分けて実施 

（２）男子予選：各クラス３局（参加人数に応じて変更）スイス式トーナメントで実施 

   男子決勝トーナメント：準々決勝、準決勝、決勝戦を実施 
   女子の部：スイス式トーナメントで実施 

（３）概ね日本将棋連盟のルールに基づくが持将棋、千日手は別途定める。 

（４）この大会のＡ級と女子の部は全国高文連将棋新人大会の京都府予選を兼ねている。 
（ただし、全国大会への参加資格は１、２年生） 

（５）成績優秀者にメダル（３位まで）、賞状（授与する順位は当日発表）がある。 

 

４．参加申し込み状況（９月19日現在） 
 

学校名 Ａ級 Ｂ級 Ｃ級 女子 総計 新型コロナウイルスへの不安が

消え、昨年度よりも将棋大会への

参加者が増えてきています。今大

会についても、昨年度を超える90

名以上の参加申込があり、嬉しく

思います。 

男子については、Ａ・Ｂ・Ｃの

３つの級に分けての実施を予定し

ております。男子Ａ級では、冬の

全国新人大会の代表の座を男子２

名が獲得できます。大会経験の豊

富な２年生が有利かと思います

が、１年生の中にも高い実力を備

えた有段者がおり、熱い戦いが繰

り広げられることだと思われま

す。女子の部では、男子と同様に

新人大会代表の座を２名が獲得で

きます。５月の選手権大会と同様

に、激しい戦いが繰り広げられる

ことでしょう。 

日頃の練習の成果を惜しみなく

出し切ってくれることを期待しま

す。 

(将棋専門部委員長 石田智洋) 

京都産業大学附属 0 1 1 1 3 

城陽 0 0 3 0 3 

福知山 1 1 1 0 3 

N/S 0 0 0 1 1 

南陽 0 3 0 1 4 

桂 0 2 1 0 3 

洛星 1 1 0 0 2 

東山 1 0 0 0 1 

桃山 1 0 1 0 2 

同志社 3 1 1 3 8 

嵯峨野 5 0 1 0 6 

城南菱創 0 0 4 4 8 

洛南 1 4 0 0 5 

鳥羽 2 0 4 0 6 

花園 1 1 2 0 4 

京都共栄学園 3 3 3 0 9 

北嵯峨 0 2 8 0 10 

立命館 1 0 0 0 1 

京都文教 0 2 0 0 2 

京都先端科学大学附属 0 3 5 0 8 

洛北 0 3 1 0 4 

西舞鶴 1 1 0 0 2 

総計 21 28 36 10 95 

 


